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　飛騨高山観光特集

春の飛騨高山でリフレッシュ
古い町並にたたずみ、温泉に浸かり、歴史・文化にふれる

絢
爛
豪
華
な
時
代
絵
巻「
高
山
祭
」

春の到来告げる見事な枝振り

新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

学
生
を
応
援

星
空
観
賞
便
運
行

東
山
遊
歩
道

文
化
財
が
集
積

散
策
に
最
適

超える露天風呂
個性豊かな五つの温泉地 奥

飛
騨
温
泉
郷

チ
ャ
リ
旅
で
新
た
な
発
見

イ
ー
バ
イ
ク
使
用

ア
プ
リ
充
実

宿
泊
客
に
好
評

「
湯
巡
り
手
形
」

心
揺
さ
ぶ
る
桜
の
美
の
競
演

３
年
ぶ
り
　

４
月

、
日
開
催

（５） 第３１２０号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）３月２８日（月曜日）

　絢爛豪華な高山祭。日本が世界に誇る伝統文化で、開催が待ち遠しい青屋神明神社の枝垂れ桜。水田に映る姿も美しい

素
玄
寺
近
く
の
石
畳
。
散
策
に
適
し
て
い
る

　
観
光
名
所
・
古
い
町
並
か
ら
徒
歩
約


分
、
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
を
漂
わ
せ
る
の
が
東
山
エ
リ
ア
で
、

散
策
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
だ
。

　
多
く
の
寺
院
や
神
社
が
あ
り
、
風
情

あ
る
建
物
や
庭
園
を
ゆ
っ
く
り
巡
れ
る

「
東
山
遊
歩
道
」
（
全
長
５
・
５
㌔
）

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
高
山
の
礎
を
築
い
た
戦
国
武
将
の
金

森
長
近
公
ゆ
か
り
の

禅
宗
寺
院
な
ど
が
建

て
ら
れ
、
東
山
寺
院

群
が
形
成
さ
れ
て
い

る
。
遊
歩
道
は
そ
れ

ら
貴
重
な
文
化
財
を

巡
る
ル
ー
ト
で
も
あ

る
。

　
本
堂
が
県
指
定
文

化
財
と
さ
れ
て
い
る

法
華
寺
、
鐘
楼
門
が

市
指
定
文
化
財
の
雲

龍
寺
、
座
禅
体
験
が

で
き
る
善
応
寺
な
ど

見
ど
こ
ろ
も
多
い
。

近
く
に
あ
る
江
名
子

川
畔
遊
歩
道
も
ぜ
ひ

訪
れ
て
み
た
い
。
小

さ
な
橋
が
い
く
つ
も

架
か
り
、
趣
の
あ
る

風
景
が
楽
し
め
る
。 星空観賞便のチラシ

わ
が
国
唯
一
の
２
階
建
て
ゴ
ン
ド
ラ

１
０
０
を
超
え
る
露
天
風
呂
が
あ
る
奥
飛
騨
温
泉
郷

（
平
湯
の
湯
）

　ｅ－ｂｉｋｅで奥飛騨温泉郷の映えスポットを巡る

　
車
で
は
見
過
ご
し
て
し
ま
う
も
の

も
、
自
転
車
だ
か
ら
こ
そ
発
見
で
き
る

―
―
奥
飛
騨
温
泉
郷
観
光
協
会
は
自
転

車
で
の
旅
「
チ
ャ
リ
旅
」
を
推
奨
し
て

い
る
。自
然
の
風
を
体
に
感
じ
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
見
て
回
る
チ
ャ
リ
旅
は
密

に
な
ら
ず
、
今
の
時
代
に
ピ
ッ
タ
リ
。

　
ｅ
―
ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
（
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
）
な
の
で
坂
道

も
楽
々
。
体
力
に
自
信
の
な
い
女
性
や

シ
ニ
ア
に
は
打
っ
て
つ
け
。
貸
し
出
し

料
金
は
１
日（
７
時
間
）１
５
０
０
円
、

半
日
（
３
時
間
）
千
円
と
お
手
頃
。
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
協
会
事

務
局
で
貸
し
出
し
て
い
る
。

　
チ
ャ
リ
旅
に
欠
か
せ
な
い
の
が
ウ
ェ

ブ
ア
プ
リ
「
奥
飛
騨
ナ
ビ
ち
ゃ
り
」
。

自
転
車
を
借
り
た
ら
ス
マ
ホ
を
装
着

し
、
ナ
ビ
ち
ゃ
り
に
ア
ク
セ
ス
。
新
穂

高
、
新
平
湯
、
双
六
渓
谷
の
三
つ
の
お

勧
め
コ
ー
ス
か
ら
行
き
た
い
場
所
や
見

た
い
景
色
を
選
ん
で
出
発
。
撮
影
ス
ポ

ッ
ト
に
近
づ
い
た
ら
ス
マ
ホ
が
教
え
て

く
れ
る
の
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
で
映
え
写
真
を
パ
チ
リ
。
全
て

の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
写
真
を
撮
影
す

る
と
ア
ル
バ
ム
が
完
成
し
、
奥
飛
騨
温

泉
郷
の
特
産
品
が
当
た
る
ス
ペ
シ
ャ
ル

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
が
現

れ
る
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
観
光
協
会
は
☎
０
５

７
８
（
８
９
）
２
６
１
４
。
事
前
予
約

が
必
要
。

宿
泊
客
に
好
評
な
湯
巡
り
手
形
。


の
加
盟
施
設
か
ら
お
気
に
入
り

の
温
泉
を
選
ん
で
入
浴
で
き
る

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
で
売
ら
れ
て
い
る
湯

巡
り
手
形
「
奥
飛
騨
湯
け
む
り
達
人
」

が
宿
泊
客
に
好
評
。
豊
富
な
湧
出
量
を

誇
る
奥
飛
騨
の
温
泉
を
心
ゆ
く
ま
で
楽

し
め
る
手
形
だ
。

　
手
形
は
１
枚
１
２
０
０
円
。
手
形
に

付
い
て
い
る
３
枚
の
入
浴
シ
ー
ル
を
利

用
し
て
、
温
泉
郷
の

の
加
盟
施
設
か

ら
お
気
に
入
り
の
温
泉
を
選
ん
で
入
浴

で
き
る
（
施
設
に
よ
り
枚
数
が
異

な
る
）
。

　
シ
ー
ル
を
は
が
す
と
下
地
に
温

泉
郷
の
マ
ー
ク
が
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
三
つ
そ
ろ
う
と
記
念
品
が
当

た
る
チ
ャ
ン
ス
も
。
加
盟
施
設
や

案
内
所
で
購
入
で
き
る
。

　
温
泉
郷
や
手
形
な
ど
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
奥
飛
騨
温
泉
郷
観

光
協
会
、
☎
０
５
７
８
（
８
９
）

２
６
１
４
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
飛
騨
高
山
（
岐
阜
県
高
山
市
）
観
光
に
も

影
を
落
と
し
、
町
を
歩
く
観
光
客
の
姿
は
ま
ば
ら
だ
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の

商
家
が
今
な
お
残
る
古
い
町
並
は
静
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
本
来
の
姿
を
見

せ
る
。
高
山
祭
、
桜
、
奥
飛
騨
温
泉
郷
な
ど
、
魅
力
は
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、

旅
人
を
引
き
付
け
る
。春
の
飛
騨
高
山
で
ホ
ッ
と
一
息
つ
い
て
み
て
は
い
か
が
。

　
飛
騨
高
山
の
春
を
彩
る
の
が
美
し
い

桜
。
県
指
定
天
然
記
念
物
の
荘
川
桜

（
荘
川
町
）
、
国
指
定
天
然
記
念
物
の

臥
龍
桜
（
一
之
宮
町
）
な
ど
見
応
え
の

あ
る
桜
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
枝
垂
れ
桜
は
西
光
寺
（
清
見
町
）
や

薬
師
堂（
朝
日
町
）な
ど
に
も
あ
る
が
、

青
屋
神
明
神
社
の
枝
垂
れ
桜（
朝
日
町
）

は
水
田
に
映
る
姿
が
と
て
も
印
象
的

だ
。
見
頃
は
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬

で
、
開
花
時
期
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
美
し
さ
が
際
立
つ
。
西
光
寺
の
枝

垂
れ
桜
（
県
指
定
天
然
記
念
物
）
は
樹

齢
８
０
０
年
以
上
と
推
定
さ
れ
、
県
下

で
も
珍
し
い
枝
垂
れ
桜
の
巨
木
。
ヒ
ガ

ン
ザ
ク
ラ
の
変
種
と
い
わ
れ
、
毎
年
地

表
に
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
花
が
咲
く
。

　
幹
の
形
が
龍
の
臥
し
た
姿
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の
が
臥
龍

桜
。
樹
齢
１
１
０
０
余
年
で
、
枝
ぶ
り


㍍
、
高
さ

㍍
に
及
ぶ
日
本
を
代
表

す
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
大
樹
。
４

月
中
旬
か
ら
臥
龍
公
園
で「
桜
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
る
。

　
飛
騨
高
山
を
象
徴
す
る
行
事
が
「
高

山
祭
」
。
高
山
祭
の
屋
台
行
事
は
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
で
あ
り
、
そ
の

絢
爛

け
ん
ら
ん

豪
華
さ
か
ら
日
本
三
大
美
祭
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

　
高
山
祭
は
春
の
「
山
王
祭
」
（
毎
年

４
月

、

日
開
催
）
と
秋
の
「
八
幡

祭
」
（
同

月
９
、

日
開
催
）
の
総

称
。
山
王
祭
は
城
下
町
の
南
半
分
の
氏

神
様
で
あ
る
日
枝
神
社
（
山
王
様
）
の

例
祭
で
、
上
一
之
町
・
上
二
之
町
・
上

三
之
町
な
ど
が
舞
台
に
な
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
一
昨
年
は
神
事

の
み
を
行
い
、
昨
年
は
大
幅
に
規
模
を

縮
小
し
た
。
今
年
は
４
月

、

日
、

例
年
通
り
の
規
模
と
内
容
で
実
施
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
（
３
月
上
旬

現
在
）
。
開
催
し
な
い
と
高
山
祭
の
伝

統
が
途
切
れ
か
ね
な
い
と
の
思
い
が
あ

る
。
「
特
に
、
子
ど
も
た
ち
に
お
け
る

継
承
に
非
常
に
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
」
と
い
う
。

　
屋
台
曳
き
揃
え
や
か
ら
く
り
奉
納
、

夜
祭
、
御
巡
幸
な
ど
が
実
施
さ
れ
れ
ば

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
飛
騨
高
山
観

光
に
と
っ
て
も
大
き
な
追
い
風
と
な
る

が
、
密
を
警
戒
し
、
市
は
「
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
は
せ
ず
、
地
域
内
の
思
い
に
寄
り

添
っ
た
形
で
祭
り
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
雄
大
な
自
然
を
バ
ッ
ク
に
、
野
趣
あ

ふ
れ
る
露
天
風
呂
で
心
も
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
る
の
が
飛
騨
山
脈
（
北
ア

ル
プ
ス
）
の
麓
に
広
が
る
奥
飛
騨
温
泉

郷
だ
。平
湯
、福
地
、新
平
湯
、栃
尾
、

新
穂
高
の
五
つ
の
温
泉
地
が
あ
る
。

　
高
山
市
内
か
ら
は
バ
ス
で
１
時
間
ほ

ど
の
距
離
。
湯
量
豊
富
で
、
露
天
風
呂

は
大
小
合
わ
せ
て
１
０
０
カ
所
以
上
あ

り
、
そ
の
数
日
本
一
と
い
わ
れ
る
。
新

穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
上
高
地
、
乗
鞍

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
な
ど
日
本
屈
指
の
山
岳

景
勝
地
も
近
く
、
雄
大
な
自
然
を
満
喫

で
き
る
。

　
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
中
で
一
番
古

く
か
ら
あ
る
温
泉
地
。
関
東
方
面
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
上
高
地
や
乗
鞍

岳
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
発
着
す
る
平
湯

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
る
。
自
家
源
泉

を
持
つ
宿
が
多
く
、
入
浴
施
設
や
足
湯

も
充
実
。

　
福
地
温
泉
は
温
泉
郷
の
中
で
も
山
の

静
寂
に
包
ま
れ
た
秘
湯
的
な
温
泉
地
。

温
泉
街
に
は
朝
市
が
あ
り
、
地
元
の
特

産
品
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
。
飛
騨
地

域
や
新
潟
の
古
民
家
を
移
築
、
改
装
し

た
宿
も
多
い
。

　
新
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
小
規
模
か
ら
大
規
模
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
が
あ

る
。
飲
食
店
も
多
い
。
名
水
「
た
る
ま

水
」
も
あ
り
、
名
水
の
里
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。

　
栃
尾
温
泉
は
清
流
蒲
田
川
と
平
湯
川

の
合
流
地
点
に
広
が
る
温
泉
地
。
蒲
田

川
は
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
な
ど
渓
流
魚
の

宝
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
、
釣
り
人
に
も

人
気
。

　
新
穂
高
温
泉
は
北
ア
ル
プ
ス
の
登
山

口
に
あ
る
温
泉
地
。
エ
リ
ア
内
に
は
奥

飛
騨
最
大
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
新
穂
高

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
あ
り
、
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　
日
本
で
唯
一
の
２
階
建
て
ゴ
ン
ド
ラ

「
新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」
。
北
ア
ル

プ
ス
の
絶
景
を
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
観

光
客
に
人
気
だ
。
２
０
２
０
年
７
月
の

開
業

周
年
を
記
念
し
て
ゴ
ン
ド
ラ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
新
し
い
ゴ
ン
ド
ラ
は

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
カ
ル
バ
テ
ッ
ク
社
製

の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
デ
ザ
イ
ン
。
ガ
ラ
ス

面
積
を
大
き
く
拡
大
。
冬
場
で
も
曇
っ

た
り
凍
っ
た
り
し
に
く
い
特
殊
な
ガ
ラ

ス
で
、
３
６
０
度
景
色
を
楽
し
め
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観
光
客
の
減
少
で

２
月

日
か
ら
平
日
休
業
と
な
っ
て
い

た
が
、
３
月

日
に
は
平
日
営
業
を
再

開
し
た
。
同
時
に
、
学
生
や
卒
業
旅
行

の
利
用
客
に
対
し
て
運
賃
を
割
り
引
く

「
学
生
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始

（
４
月

日
ま
で
）
。

　
夜
間
運
行
「
星
空
観
賞
便
」
は
、
春

は
４
月

日
～
５
月
１
日
と
、
５
月
３

～
５
日
に
実
施
。
運
賃
は
第
２
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
往
復
で
大
人
２
９
０
０
円
、
小

学
生
１
４
５
０
円
。
雄
大
な
北
ア
ル
プ

ス
と
と
も
に
満
天
の
星
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
別
世
界
を
味
わ
え
る
。
奥
飛
騨

温
泉
郷
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

　
連
絡
先
は
奥
飛
観
光
開
発
、
☎
０
５

７
７
（
３
３
）
０
５
１
７
。


